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夫馬　　進 文学研究科 吉田　　進 情報学研究科
野田　公夫 農学研究科 椿　　宜高 生態学研究センター
山梨　正明 人間・環境学研究科 岡村　周一 法学研究科
尾野　照治 人間・環境学研究科 酒井　徹朗 情報学研究科
松本　英治 エネルギー科学研究科 岡　二三生 工学研究科
岡田　敬司 人間・環境学研究科 田中　秀夫 経済学研究科
勝山　淸次 文学研究科 三浦　孝一 工学研究科
宮崎　健創 エネルギー理工学研究所 成宮　　周 医学研究科
林　　信夫 法学研究科 菅　佐和子 医学研究科
武藤　　誠 医学研究科 尾形　幸生 エネルギー理工学研究所
井上　國世 農学研究科 太田　隆夫 理学研究科
髙松　　伸 工学研究科 牧野　俊郎 工学研究科
松下　和夫 地球環境学堂 三輪　哲二 理学研究科
小林　正美 地球環境学堂 伊藤　信行 薬学研究科
小山　昭夫 原子炉実験所 津田　謹輔 人間・環境学研究科
野田　　章 化学研究所 前川　　覚 人間・環境学研究科
泉　　拓良 文学研究科 芹川　忠夫 医学研究科
麥谷　邦夫 人文科学研究所 小野　公二 原子炉実験所
堀　　道雄 理学研究科 岩井　敏洋 情報学研究科
永田　雅人 工学研究科 太田　誠一 農学研究科
村田　幸作 農学研究科 九後　太一 基礎物理学研究所
中尾　一和 医学研究科 藤原　建紀 農学研究科
間宮　陽介 人間・環境学研究科 吉原　博幸 医学部附属病院
奥村　正悟 農学研究科 澤田　安樹 低温物質科学研究センター
義家　敏正 原子炉実験所 柴田　誠一 原子炉実験所
酒井　英昭 情報学研究科 椎葉　充晴 工学研究科
小松　幸平 生存圏研究所 光山　正雄 医学研究科
宮﨑　則幸 工学研究科 福嶋　雅夫 情報学研究科
鈴木　　実 工学研究科 藤吉　好則 理学研究科
平田　　孝 農学研究科 吉川　研一 理学研究科

























































































により“Socio-Political Change in Recent Burma and 































































































































































































































































































































































もに，Huynh Trung Hai ハノイ理工科大学環境理
















































州立大学，Online Computer Library Center（OCLC），
コロンビア大学の４機関を訪問し，英米目録規則
（AACR２）に代わる新しい目録規則「Resource 
Description and Access （RDA）」の策定と，導入
する上での問題点等について調査を行い，無事帰国
した。
３名は，本調査研修の計画段階から調査実施ま
で，目録規則を中心とした国内外の図書館の現状の
把握に努めるとともに，各自コミュニケーション能
力を活かして交渉・インタビューにあたり，多くの
知見を持ち帰ることができた。図書館機構では，３
月14日（木）に全学の図書系職員を対象に報告会を行
い，その成果を共有した。
なお，研修の成果報告書は，国際交流推進機構の
ホームページに掲載している。
http://www.opir.kyoto-u.ac.jp/opir/s_haken/tosho.
html
 （附属図書館）
図書系職員の海外調査研修を実施
記念碑と桜を囲んだ集合写真
OCLCのWorldCatサーバの前で
（Bill Roggeオペレーションマネージャーと）
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理事より植樹に至る経緯の報告，黒澤眞次 イカリ
消毒株式会社取締役会長の挨拶の後，日本さくらの
会さくらのプリンセスである川瀬陽子氏より津田所
長に目録が贈呈され，西阪　昇理事・副学長より日
本さくらの会，イカリ消毒株式会社に感謝状が贈ら
れた。
その後，来賓による記念植樹，記念撮影が行われ，
あたたかな日差しの中，終始なごやかな雰囲気のう
ちに式典は終了した。
 （宇治地区事務部）
人文科学研究所では，３月19日（火），東京の学術
総合センター一橋記念講堂において第８回TOKYO
漢籍SEMINARを開催した。
本セミナーの目的は，人文科学研究所が80年にわ
たって蓄積してきた中国学研究の成果をわかりやす
く紹介し，多くの人々に漢籍，ひいては漢字文化全
般に関心を深めてもらおうとするものである。
冨谷　至同研究所附属東アジア人文情報学研究セ
ンター長の開会挨拶に始まり，「清華の三巨頭」を
テーマに，井波陵一教授「王国維―過去に希望の火
花をかきたてる」，古勝隆一准教授「陳寅恪―“教授
の教授”その生き方」，池田　巧准教授「趙元任―見
えざることばを描き出す」の三講師による講演が行
われた。「どの講演も興味深く，資料が充実しており，
講師の話もわかりやすくよく理解できた。次回も楽
しみであり是非参加したい」という感想をいただい
ただけでなく，参加した151名のほとんどが10時30
分から16時までという長時間を最後まで熱心に聴講
した。
なお，次回第９回TOKYO漢籍SEMINARは，「木
札に書かれた中国古代―よみがえる日々のくらし」
をテーマに，平成26年３月に開催する予定である。
 （人文科学研究所）
人文科学研究所　第８回 TOKYO漢籍 SEMINARを開催
農学研究科・農学部には世界中から常時100名を
超える留学生や研究者，客員教員が在籍している。
同研究科・学部の国際交流室は，その活動の一環と
して平成16年から平成20年にかけて，彼らによる「料
理講習会―World Cooking Class」を開催した。
講習会では留学生たちと日本人教職員・学生が一
緒になって食材の準備から調理まで行い，できあ
がった料理を囲んで和気あいあいと楽しんだ。この
講習会は大変好評で，合計31回開催され，参加人数
も延べ600名近くに及んだ。
そこで紹介された留学生た
ちの母国の家庭料理レシピ
をまとめ，電子書籍「世界
の料理」として，３月22日
（金）に発行した。日英併記
で27の国と地域，128の料
理が紹介されている。料理
だけでなく各国の自然や文
電子書籍「世界の料理」を発行
セミナーの様子
表紙
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化遺産の写真もあり，美しくて楽しい，ひと味違う
料理本になっている。興味をもたれた料理があれば
作ってみてほしい。同書のpdf版とiBook版が，以下
の国際交流室ホームページからダウンロードできる。
http://www.fsao.kais.kyoto-u.ac.jp/index.php
これから留学，海外出張される方にもきっと参考
になることと思われる。同書がよりいっそう本学の
国際交流に貢献することを願っている。
 （大学院農学研究科）
３月23日（土），化学研究所所蔵の「人造石油」に関
する資料が，公益社団法人日本化学会の「化学遺産」
に認定された。化学遺産は，日本の化学と化学技術
に関する歴史資料の中で，特に貴重なものが認定対
象とされる。今回認定された資料は，戦前・戦中の
京都帝国大学におけるフィッシャー・トロプシュ法
（FT 法）による人造石油の研究および北海道人造石
油株式会社滝川工場での，その実用化に関わる資料・
試料類である。
人造石油に関する研究と工業化は，戦前・戦中の
日本での石油不足を解消するために国策として進め
られた。京都帝国大学の喜多源逸研究室では，大正
６年から，児玉信次郎教授らによりFT法触媒の基
礎的研究が開始され，入手容易で安価な鉄系触媒を
開発した。化学研究所での中間工業試験，北海道人
造石油の留萌研究所での加圧式による工業試験の成
功（昭和17年）を経て，昭和19年８月北海道滝川市で
鉄触媒本格炉の試運転が始まったが，まもなく終戦
を迎えた。これは戦後の石油化学工業につながる事
業であり，本学では燃料化学科の設立ならびに学
界・産業界に多数の有意な人材を送り出したことに
繋がる。
認定証贈呈式は，立命館大学びわこ・くさつキャ
ンパスにて開催された日本化学会第93春季年会の各
賞表彰式に引き続いて行われ，佐藤直樹化学研究所
長と滝川市教育委員会の関係者にそれぞれ認定証が
手渡された。
 （化学研究所）
化学研究所所蔵「人造石油」の資料が化学遺産に認定
アルゼンチン料理のページ
左から，小田真人 滝川市教育委員会教育長，
玉尾皓平 日本化学会会長，佐藤化学研究所長
（左）認定証，（右）人造石油サンプル
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宇治地区では，４月５日（金）午後６時より，宇治
おうばくプラザきはだホールにおいて，京都大学音
楽研究会器楽部，宇治市立東宇治中学校吹奏楽部に
よる「第４回たそがれ花見コンサート」を開催した。
宇治地区部局長会議世話部局長の佐藤直樹化学研
究所長の挨拶の後，器楽部によるピアノ・オーボエ
の演奏と，吹奏楽部によるクラリネット四重奏，金
管八重奏の演奏が行われ，参加者はすばらしい演奏
に耳を傾けていた。終了後は会場前にて桜のライト
アップも実施され，すばらしい春の夕べとなった。
このコンサートは，毎年，地域住民の方々，宇治
地区教職員，学生など多くの来場者を得ており，今
回地域交流の一環として出演いただいた東宇治中学
校吹奏楽部の演奏も大変好評で，地域の春の恒例行
事として毎年の開催を期待する声が多くあった。
 （宇治地区事務部）
宇治おうばくプラザで「第４回たそがれ花見コンサート」を開催
本学で初の大規模学生プラットフォームである団
体連盟START（代表：総合人間学部３回生 村上　
岳氏，顧問：中原有紀子産官学連携本部研究員，後
援：産官学連携本部）は，４月17日（水），ダイキン
工業株式会社，株式会社サイバーエージェント等10
企業の協力を得て，新入生歓迎と在学生の異分野融
合を目的とした新入生歓迎大交流会を，百周年時計
台記念館において開催した。
震災復興のための活動をする「KIZUNA」や教育
格差是正に取り組んでいる「Teach For Japan」，
Webサービス・アプリ開発をする「CAMPHOR」，
その他にも「日本模擬国連京都研究会」，「発明塾」，
「京都着物企画」など24団体が協力し，プロモーショ
ンビデオの作成や２万枚のビラによる告知，フェイ
スブック上での呼びかけを行い，当日に臨んだ。
交流会では，各団体が３時間にわたるブース出展
を行い，訪れる参加者に対して，団体の理念や活動
内容を丁寧に紹介した。
また，前方のステージでは，外国人観光をサポー
トするMeetUs Kyoto代表の品川皓亮氏（本学法科
大学院修了）と京都観光商品・サービスを手がける
株式会社のぞみ代表取締役 藤田功博氏（本学経済学
部卒）による「京都・京大のおもしろさ」や，交換留
学支援団体ESSK代表 西村　哲氏（農学研究科修士
第１回START 2013新入生歓迎大交流会を開催
京都大学音楽研究会器楽部による演奏東宇治中学校吹奏楽部による演奏
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Jorissen, Franz Engelbert
先生は平成25年３月21日に逝
去された。享年56。先生は昭
和55年５月ケルン大学・教育
学・イタリア文学・ドイツ文
学専攻を卒業した後，同年10
月ケルン大学ロマン文学講座共同研究員，同58年４
月京都市立芸術大学非常勤講師，同59年４月京都外
国語大学非常勤講師，同62年12月国際日本文化研究
センター外国人研究員（客員助教授），同63年３月ケ
ルン大学ロマン文学講座共同研究員，同年８月同講
師，同年11月ケルン大学Ph.D（文学）取得，平成５
年４月京都大学総合人間学部助教授，同17年４月同
大学大学院人間・環境学研究科教授に就任された。
先生は，ルネッサンス・バロック期のヨーロッパ
人による日本観形成に関する独創的な研究を多数発
表し，国内外で高い評価を得た。先生の研究は特定
の宣教師や商人の日本観を解明するにあたり，彼ら
の報告書の構成や特徴を，同時代および後世の様々
な立場のヨーロッパ知識人（史家・思想家・宣教師
など）の著作との比較検討を通して考察した点，こ
れによりヨーロッパ人の日本観形成の源泉や日本観
の変容についても解明した点，さらに文学研究にお
ける「表象理論」も援用した史料分析を行なった点に
おいて，従来の東西交渉史研究とは一線を画す独創
的なものであった。さらに，『十六・七世紀イエズ
ス会日本報告集』（第二期・第三期）の翻訳も手がけ，
南欧諸語で書かれたイエズス会文書が史学研究の場
で広く認知・活用され，多大な貢献をなした。
 （大学院人間・環境学研究科）
Jorissen, Franz Engelbert　教授
訃報
このたび，J
ヨリッセン
orissen, F
フランツ
ranz E
エンゲルベルト
ngelbert教授が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表します。以下に同
教授の略歴，業績等を紹介します。
課程２回生）とwebマーケティングを手がける株式
会社インフォバーン 京都支社長 井登友一氏による
「新入生よ，これをせよ！」というテーマでパネル
ディスカッションが行われた。新入生だけでなく，
在学生にとっても非常に有意義なテーマであり，熱
心に聞き入る姿が印象的であった。
本学において，このように学生団体が一堂に会す
る機会はなく，STARTによる今回のイベントは初
の試みであったが，新入生が多数の団体を比較しな
がら選べるというだけでなく，参加団体間の横のつ
ながりや在学生と卒業生との縦のつながりを広げる
素晴らしいものになった。
イベント終了後の懇親会には，スポンサー企業や
教員も招待し，参加団体の学生達は社会人と直接話
すことで，将来についてアドバイスを受けることが
でき，有意義な内容となった。
 （産官学連携本部）
MeetUs Kyotoの品川代表と株式会社のぞみの藤田代表取締役に
よるパネルディスカッション
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